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きょう 

平成 26 年度の調査結果等を基に、北海道の子ど

もの生徒指導上の問題等について、説明を行いまし

た。中でも小・中学校におけるいじめの認知件数や

不登校児童生徒数が前年度と比較して増加傾向に

あることについて、学校、家庭、関係機関等が連携

した適切な指導が求められることについて確認し

ました。 
「いじめの認知件数」について（平成 26年度問題行動等調査） 

 
 

 

 

 

平成28年度釧路管内地域いじめ問題等対策連絡協議会だより 

 発行：釧路管内地域いじめ問題等対策連絡協議会事務局 

「釧路管内地域いじめ問題等対策連絡協議会」は、いじめや不登校など、子どもたちを取り巻く問題に対

する取組を推進するため、学校や PTA、各関係機関の代表者が集まり、協議を行うものです。 

柱１ いじめ・不登校等の未然防止に向けて 

・北海道警察では、学校における児童生徒の安全確保及び非行防止の取組を支援するため、退職した警察官

（スクールサポーター）を学校の要請に基づいて派遣する「スクールサポーター制度」を実施している。 

学校、警察と連携し、改善に向かった事案もあり、各学校に向けて周知を図ってほしい。 

・児童相談所等に相談が寄せられたケースで、不登校等への対応で保護者の協力を得にくいケースについて

は、解決が難しい状況がある。 

柱２ ネットトラブルの未然防止に向けて 

・携帯電話やスマートフォンの利用について、各家庭との共通理解を進めながらルールづくりを推進する必

要がある。 

・ＬＩＮＥを介した問題や画像のインターネット上への流出などの事例が各学校で発生しており、解決が困

難なケースも見られ、憂慮すべき課題である。 

 

 

標茶町立標茶中学校 

校長 松岡 伸之氏 

 
日時：平成 28年６月 20日（月） 

場所：釧路教育研修センター ３階第 1研修室 

内容：説明・情報提供 

・全道及び管内の生徒指導の状況 

・平成 28年度の取組の重点と目標 

   実践発表 

        ・いじめ・不登校等の未然防止に向けて 

標茶町立標茶中学校、北海道釧路東高等学校 

   協議 

    ①「いじめ・不登校等の未然防止に向けて」 

    ②「ネットトラブルの未然防止に向けて」 

 

 

 
平成 28年度釧路管内推進の重点 

「いじめ、不登校等の未然防止に向けて児童生徒が自ら考える取組の充実」 

   中 1 ギャップ問題の解消に

向けた小・中学校における児

童生徒や教員間の連携の取

組、いじめ未然防止プログラ

ムの活用やアセスの分析方法

と児童理解への活用について

紹介がありました。 

 

北海道釧路東高等学校  

教頭 原田 壽之氏 

  高 1 クライシス問題解消に

向けた組織的・計画的な取組

について紹介がありました。

学校体制で推進する生徒の絆

づくり、居場所づくりの取組

の具体について紹介されまし

た。 

 

① 「いじめ・不登校等の未然防止に向けて」 

② 「ネットトラブルの未然防止に向けて」 

いじめ・不登校等の 

未然防止に向けて 


